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1で､節外性が 6停1(牌臓 3例､甲状腺 3例)と節性
DH値 とに比して多かった｡通常の PTCLNOS と比較 して初発時の血中 I d ltnernaona
 
ndiitc8progno 05 ､3が有意に低かった 例が化学療法を受け 例が無治療経過観察で､最長の生ex




















小型で異型の弱い1 dcllが-様に増殖し､K 7L gi
例を抽出し､その分子生物学的､臨床学的特徴を解析したものである｡研究者は､抽出した 












err te ess が確認され､7例で 
と C Lが陽性である特徴的な所見を兄いだした｡10例のうち 4例が C4陽性､6例が C
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